
- 1 -

「
福
間
松
碑
」
に
つ
い
て

整
理
番
号

題
額

題
額
揮
毫

碑
記
撰
文

碑
記
揮
毫

福
岡
○
二

福
間
松

佐
々
木
之
清

山
田
時
文

佐
々
木
之
清

鐫
刻

撰
文
建
碑
年

住
所

場
所

備
考

―

一
八
○
六
・
文
化
三

北
九
州
市
門
司
区
大
里
本
町

西
生
寺

一
．
は
じ
め
に

本
石
碑
は
、
戦
国
時
代
毛
利
氏
に
仕
え
た
福
間
元
明
の
功
績
を
顕
彰
す
る
た
め
、
元
明
の
子
孫
が
、
元

明
が
戦
死
し
た
地
に
立
て
た
も
の
で
あ
る
。

○
写
真
１

石
碑
全
体

○
写
真
２

「
碑
記
」
部
分



- 2 -

二
．
翻
刻
並
に
訳
注

■
翻
刻

◎
題
額

（
正
面
）

福
間
松

◎
碑
記

（
左
側
面
）

福
間
松
在
豊
大
里
濱
考
其
所
以
得
名
福
間
元
明
君
者
藝
人
清
和
帝
之
裔
也
其
先

邑
于
紀
福
万
遂
氏
焉
後
万
更
間
君
苔
十
六
始
仕
洞
春
公
爲
贄
御
也
勇
捷
善
戰
永

禄
癸
亥
雲
白
鹿
城
之
役
藝
兵
穿
爲
地
道
城
中
亦
穿
地
横
截
之
君
先
入
其
中
槍
枝

掛
炬
照
道
而
前
忽
見
一
人
容
貌
魂
偉
有
称
身
白
乆
盛
激
戰
君
進
交
槍
刺
而
斃
焉

於
是
衆
乘
勝
前
城
籀
巳
已
周
茶
臼
山
之
役
君
租
先
亂
川
斬
大
將
大
内
輝
弘
天
正

丙
子
織
田
氏
兵
圍
摂
本
願
寺
寺
中
食
乏
天
樹
公
命
士
轉
漕
救
之
敵
水
次
拒
之
君

（
背
面
）

躍
入
敵
舩
撃
殺
數
十
百
人
遂
得
輸
焉
是
歳
備
阿
部
川
教
山
中
鹿
介
君
素
善
游
引

彼
深
處
殪
焉
丙
戌
豊
王
征
伐
九
州
天
樹
公
發
兵
援
之
陣
于
長
赤
馬
關
越
八
月
二

十
六
日
命
某
氏
者
先
渡
于
豊
君
監
其
軍
在
前
舩
達
于
大
里
濱
敵
之
伏
起
某
氏
者

驚
遽
而
逃
君
奮
然
以
爲
此
吾
效
節
授
命
日
也
上
濱
挑
戰
有
一
勇
士
相
前
槍
接
君

鈎
而
倒
之
既
而
扶
起
縱
之
以
賈
餘
勇
無
敢
近
者
忽
中
鳥
銃
終
焉
苔
四
十
八
従
士

豬
骸
種
松
以
爲
表
矣
土
人
因
呼
曰
福
間
松
云
君
從
初
臨
戰
至
此
丁
之
大
者
十
三

所
獲
皆
勁
敵
事
蹟
詳
于
簡
策
天
明
乙
丑
二
百
苔
祀
八
世
孫
政
幸
君
來
弔
於
此
叉

（
右
側
面
）

松
子
數
枚
歸
後
建
祠
第
中
藏
之
爲
主
追
諡
楨
幹
明
神
其
嗣
政
方
君
今
此
樹
石
畧

誌
先
勲
又
政
幸
君
之
志
云
文
化
丙
寅
秋
八
月

長
門

山
田
時
文
拜
選

福
間
家
臣
佐
々
木
之
清
謹
書

＊
囲
は
、
現
碑
が
摩
滅
し
て
判
読
し
が
た
い
と
こ
ろ
で
、
先
行
研
究
に
よ
り
推
測
し
て
補
っ
た
。

＊
異
体
字
な
ど

○
籀

陷
。

○
苔

年
。

○
乆

久
。

○
租

騎
。

○
教

拘
。

○
丁

功
。

○
畧

略
。

■
訳
注

●
本
文
（
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
と
し
、
一
行
毎
に
改
行
し
た
）
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福
間
松
、
在
豊
大
里
濱
。

考
其
所
以
得
名
。

福
間
元
明
君
者
、
藝
人
、
清
和
帝
之
裔
也
。

其
先
、
邑
于
紀
福
萬
、
遂
氏
焉
。
後
滿
更
間
。

君
年
十
六
、
始
仕
洞
春
公
、
爲
贄
御
也
。

勇
捷
善
戰
。

永
禄
癸
亥
、
雲
白
鹿
城
之
役
、
藝
兵
穿
爲
地
道
、
城
中
亦
穿
地
横
截
之
。

君
先
入
其
中
、
槍
枝
掛
炬
、
照
道
而
前
、
忽
見
一
人
容
貌
魂
偉
、
有
稱
身
白
久
盛
。

激
戰
、
君
進
交
槍
、
刺
而
斃
焉
。
於
是
衆
乘
勝
前
、
城
陷
。

巳
已
、
周
茶
臼
山
之
役
、
君
騎
先
亂
川
、
斬
大
將
大
内
輝
弘
。

天
正
丙
子
、
織
田
氏
兵
圍
攝
本
願
寺
。

寺
中
食
乏
。
天
樹
公
命
士
、
轉
漕
救
之
。

敵
水
次
拒
之
。

君
躍
入
敵
舩
、
擊
殺
數
十
百
人
。
遂
得
輸
焉
。

是
歳
備
阿
部
川
拘
山
中
鹿
介
。

君
素
善
游
、
引
彼
深
處
殪
焉
。

丙
戌
、
豊
王
征
伐
九
州
。
天
樹
公
發
兵
援
之
、
陣
于
長
赤
馬
關
。

越
八
月
二
十
六
日
、
命
某
氏
者
先
渡
于
豊
。
君
監
其
軍
在
前
。

舩
達
于
大
里
濱
、
敵
之
伏
起
某
氏
者
驚
遽
而
逃
。

君
奮
然
以
爲
、
此
吾
效
節
授
命
日
也
。

上
濱
挑
戰
、
有
一
勇
士
相
前
槍
接
。

君
鈎
而
倒
之
。
既
而
扶
起
、
縱
之
以
買
餘
勇
無
敢
近
者
。

忽
中
鳥
銃
、
終
焉
。

年
四
十
八
、
從
士
豬
骸
、
種
松
以
爲
表
矣
。

土
人
因
呼
曰
福
間
松
云
。

君
從
初
臨
戰
至
此
功
之
大
者
十
三
、
所
復
皆
勁
敵
事
蹟
詳
于
簡
策
。

天
明
乙
丑
、
二
百
年
祀
、
八
世
孫
正
幸
君
來
弔
於
此
、
叉
松
子
數
枚
歸
。

後
建
祠
第
中
、
藏
之
、
爲
主
追
諡
楨
幹
明
神
。

其
嗣
政
方
君
、
今
此
樹
石
、
略
誌
先
勲
又
政
幸
君
之
志
云
。

文
化
丙
寅
秋
八
月
、

長
門
山
田
時
文
拜
選

福
間
家
臣
佐
々
木
之
清
謹
書

●
訓
訳

福
間
松
は
、
豊
大
里
の
濱
に
在
り
。

其
の
名
を
得
る
所
以
を
考
す
る
に
、

福
間
元
明
君
は
、
藝
の
人
、
清
和
帝
の
裔
な
り
。

其
の
先
、
紀
の
福
萬
を
邑
と
し
、
遂
に
焉
を
氏
と
す
。
後
ち
、
滿
を
間
に
更
む
。

こ
れ

君
年
十
六
に
し
て
、
始
め
て
洞
春
公
に
仕
へ
、
贄
御
と
な
る
。

勇
捷
善
戰
す
。

永
禄
癸
亥
、
雲
の
白
鹿
城
の
役
、
藝
兵
穿
ち
て
地
道
を
爲
る
。
城
中
も
亦
た
地
を
穿
ち
て
之
を
横
截
す
。
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君

先
に
其
の
中
に
入
り
、
槍
枝
に
炬
を
掛
け
、
道
を
照
し
て
前
む
。

す
す

忽
ち
一
人
の
容
貌
魂
偉
な
る
、
身
白
久
盛
と
稱
す
る
有
る
を
見
る
。

激
し
く
戰
ひ
、
君
進
み
て
槍
を
交
へ
、
刺
し
て
焉
を
斃
す
。

た
ふ

是
に
お
い
て
、
衆
勝
ち
に
乘
じ
て
前
み
、
城
陷
つ
。

巳
已
、
周
の
茶
臼
山
の
役
、
君
が
騎

先
に
川
を
亂
し
、
大
將
大
内
輝
弘
を
斬
る
。

天
正
丙
子
、
織
田
氏
の
兵
、
攝
の
本
願
寺
を
圍
む
。

寺
中
食
乏
し
。

天
樹
公

士
に
命
じ
、
轉
漕
し
て
之
を
救
は
し
む
。

敵

水
次
に
て
之
を
拒
む
。

君

敵
舩
に
躍
り
入
り
、
數
十
百
人
を
擊
殺
す
。
遂
に
輸
す
る
を
得
た
り
。

是
の
歳
、
備
の
阿
部
川
に
山
中
鹿
介
を
拘
す
。

君

素
と
善
く
游
ぎ
、
彼
を
深
き
處
に
引
き
て
殪
す
。

た
ふ

丙
戌
、
豊
王

九
州
を
征
伐
す
。

天
樹
公

兵
を
發
し
て
之
を
援
し
、
長
の
赤
馬
關
に
陣
す
。

越
し
て
八
月
二
十
六
日
、
某
氏
な
る
者
に
命
じ
て
、
先
に
豊
に
渡
ら
し
む
。

君

其
の
軍
を
監
し
て
前
に
在
り
。

舩
の
大
里
の
濱
に
達
す
る
や
、
敵
の
伏
起
せ
る
某
氏
な
る
者
、
驚
遽
し
て
逃
ぐ
。

君

奮
然
と
し
て
以
爲
へ
ら
く
、
此
れ
吾
の
節
を
效
し
命
を
授
く
る
の
日
な
り
、
と
。

お

も

濱
に
上
り
戰
ひ
を
挑
む
。

一
勇
士
の
相
ひ
前
み
て
槍
接
す
る
有
り
。

君

鈎
し
て
之
を
倒
す
。
既
に
し
て
扶
起
し
て
之
を
縱
す
。

ゆ
る

餘
勇
を
賈
る
を
以
て
、
敢
へ
て
近
づ
く
者
無
し
。

う

忽
と
し
て
鳥
銃
に
中
り
、
焉
に
終
ふ
。

あ
た

年
四
十
八
な
り
。

從
士

骸
を
豬
め
、
松
を
種
え
て
以
て
表
と
な
せ
り
。

う
づ

土
人
因
り
て
呼
び
て
福
間
松
と
曰
ふ
と
云
ふ
。

君
初
め
て
戰
さ
に
臨
み
て
よ
り
、
此
に
至
る
ま
で
、
功
の
大
な
る
者
十
三
、
獲
る
と
こ
ろ
は
皆
勁
敵
な
り
。

事
蹟
は
簡
策
に

詳

ら
か
な
り
。。

つ
ま
び

天
明
乙
丑
、
二
百
年
祀
に
、
八
世
孫
政
幸
君
、
來
り
て
此
に
弔
し
、
松
子
數
枚
を
叉
ひ
て
歸
る
。

ひ
ろ

後
ち
祠
を
第
中
に
建
て
、
之
を
藏
し
て
主
と
な
し
、
「
楨
幹
明
神
」
を
追
諡
す
。

其
の
嗣
政
方
君
、
今
此
に
石
を
樹
て
、
略
先
勲
ま
た
政
幸
君
の
志
を
誌
す
と
云
ふ
。

こ
こ

た

ほ
ぼ

文
化
丙
寅
秋
八
月
、

長
門
の
山
田
時
文
、
拜
し
て
選
す
。

福
間
家
臣
佐
々
木
之
清
謹
ん
で
書
す
。

●
人
物

○
福
間
元
明

天
文
八
（
一
五
三
九
）
年
か
ら
天
正
十
四
（
一
五
八
六
）
年
。
幼
名
松
若
、
通
称
彦
右
衛

門
。
父
親
の
信
治
（
明
応
二
（
一
四
九
三
）
年
か
ら
弘
治
二
（
一
五
五
六
）
年
）
が
毛
利
家
に
仕
え
、
元

明
も
天
文
二
十
一
（
一
五
五
二
）
年
か
ら
毛
利
元
就
に
仕
え
始
め
、
兄
の
堯
明
が
天
文
二
十
三
（
一
五
五

四
）
年
に
死
ん
だ
こ
と
か
ら
元
明
が
後
継
ぎ
と
な
る
。
碑
文
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
白
鹿
城
攻
め
、
大
友
輝

弘
の
乱
な
ど
で
活
躍
し
、
輝
か
し
い
成
果
を
上
げ
た
。
天
正
十
四
年
の
九
州
攻
め
に
お
い
て
、
豊
前
の
国
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大
里
で
戦
死
し
た
。
元
明
関
連
の
文
書
は
「
萩
藩
閥
閲
録
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
、
福
間

元
明
自
身
が
自
分
の
活
躍
と
戦
果
に
つ
い
て
書
き
記
し
た
文
書
が
あ
る
（
以
下
「
元
明
文
書
」
。
「
萩
藩

閥
閲
録
」
巻
八
十
三
所
収
）。

○
清
和
帝

清
和
天
皇
。
嘉
祥
三
（
八
五
○
）
年
か
ら
元
慶
四
（
八
八
一
）
年
。
諱
は
惟
仁
。
文
徳
天
皇

の
第
四
皇
子
で
、
母
方
の
祖
父
藤
原
良
房
の
後
見
の
も
と
、
天
安
二
（
八
五
八
）
年
に
九
歳
で
即
位
。
貞

観
十
八
（
八
七
六
）
年
に
第
一
皇
子
（
陽
成
天
皇
）
に
譲
位
し
、
元
慶
三
（
八
七
九
）
仏
門
に
入
り
、
翌

年
崩
御
し
た
。
武
門
の
棟
梁
と
な
る
清
和
源
氏
の
祖
。

○
洞
春
公

毛
利
元
就
。
明
応
六
（
一
四
九
七
）
年
か
ら
元
亀
二
（
一
五
七
一
）
年
。
安
芸
の
国
人
領
主

毛
利
弘
元
の
次
男
。
大
永
三
（
一
五
二
三
）
年
家
督
相
続
。
次
男
元
春
、
三
男
隆
景
を
、
そ
れ
ぞ
れ
吉
川

家
・
小
早
川
家
に
養
子
と
し
て
送
り
込
ん
で
勢
力
を
伸
ば
し
、
天
文
十
九
（
一
五
五
○
）
年
に
有
力
家
臣

井
上
氏
を
誅
殺
し
て
家
中
支
配
を
確
立
。
同
二
十
四
（
一
五
五
五
）
年
に
は
、
主
君
大
内
義
隆
を
殺
害
し

た
陶
晴
賢
を
厳
島
の
戦
い
で
破
り
、
周
防
・
長
門
を
掌
握
し
た
。
永
禄
九
（
一
五
六
六
）
年
に
は
尼
子
氏

を
滅
ぼ
し
、
中
国
地
方
の
大
半
を
支
配
下
に
お
い
た
。
戒
名
は
、
洞
春
寺
殿
日
頼
洞
春
大
居
士
で
、
の
ち

に
は
洞
春
公
と
呼
ば
れ
た
。

○
身
白
久
盛

尼
子
家
の
家
臣
。
「
元
明
文
書
」
に
は
「
身
白
大
藏
」
と
あ
っ
た
。

○
大
内
輝
弘

永
正
十
七
（
一
五
二
○
）
年
か
ら
永
禄
十
二
（
一
五
六
九
）
年
。
通
称
、
太
郎
左
衛
門
尉
。

大
内
家
第
十
四
代
当
主
大
内
政
弘
の
孫
。
父
の
高
弘
は
謀
反
を
起
こ
し
、
失
敗
の
後
、
九
州
の
大
友
氏
の

元
へ
亡
命
し
た
。
輝
弘
も
豊
後
で
生
ま
れ
育
っ
た
。
永
禄
年
間
、
大
友
宗
麟
と
毛
利
元
就
が
争
っ
た
際
に
、

大
内
家
の
一
族
で
あ
る
輝
弘
は
大
友
方
の
一
将
と
し
て
周
防
に
上
陸
し
、
山
口
を
占
拠
し
た
。
し
か
し
、

反
転
し
て
き
た
毛
利
軍
に
破
れ
、
自
刃
し
た
。

○
天
樹
公

毛
利
輝
元
。
天
文
二
十
二
（
一
五
五
三
）
年
か
ら
寛
永
二
（
一
六
二
五
）
年
。
元
就
の
長
子

隆
元
の
長
子
。
父
隆
元
が
永
禄
六
（
一
五
六
三
）
年
に
亡
く
な
る
と
、
十
歳
で
家
督
を
相
続
し
た
。
天
正

四
（
一
五
七
六
）
年
に
は
足
利
義
昭
を
奉
じ
て
織
田
氏
と
対
抗
し
、
石
山
本
願
寺
を
救
援
し
た
。
の
ち
織

田
氏
と
和
睦
し
、
豊
臣
政
権
下
で
は
、
四
国
平
定
、
九
州
平
定
の
先
陣
を
つ
と
め
た
。
関
ヶ
原
の
戦
い
で

は
西
軍
の
盟
主
と
み
な
さ
れ
、
戦
後
、
防
長
二
国
に
減
封
さ
れ
る
。
戒
名
は
、
天
樹
院
殿
前
黄
門
雲
巌
宗

瑞
大
居
士
で
、
後
の
者
か
ら
は
天
樹
公
と
呼
ば
れ
る
。

○
山
中
鹿
助

あ
る
い
は
鹿
之
助
。
生
年
は
不
詳
だ
が
天
文
十
四
（
一
五
四
五
）
年
ご
ろ
と
す
る
説
が
あ

る
。
没
年
は
天
正
六
（
一
五
七
八
）
年
。
諱
は
幸
盛
。
代
々
出
雲
尼
子
氏
に
仕
え
、
鹿
助
自
身
は
、
永
禄

二
（
一
五
六
○
）
年
に
尼
子
義
久
に
従
っ
て
初
陣
を
果
た
す
。
以
後
尼
子
家
の
武
将
と
し
て
活
躍
す
る
が
、

同
九
（
一
五
六
六
）
年
に
、
尼
子
氏
は
毛
利
軍
に
よ
っ
て
一
旦
滅
ぼ
さ
れ
る
。
そ
の
の
ち
も
、
織
田
信
長

と
通
じ
な
が
ら
尼
子
家
再
興
運
動
を
続
け
る
が
、
天
正
六
（
一
五
七
八
）
年
に
尼
子
再
興
軍
は
壊
滅
し
、

尼
子
勝
久
は
処
刑
、
鹿
助
も
毛
利
輝
元
の
下
へ
連
行
さ
れ
る
途
中
で
殺
害
さ
れ
た
。
衰
亡
し
た
主
家
に
忠

誠
を
尽
く
し
て
戦
い
続
け
た
と
し
て
、
江
戸
時
代
に
「
忠
義
の
臣
」
と
し
て
講
談
な
ど
に
取
り
上
げ
ら
れ

た
。
明
治
以
降
も
武
士
道
を
精
神
的
な
柱
と
す
る
国
民
教
育
の
題
材
と
さ
れ
、
「
立
川
文
庫
」
で
取
り
上

げ
ら
れ
る
な
ど
、
大
衆
の
人
気
を
集
め
た
。

○
政
幸
、
政
方

福
間
氏
。
不
詳
。

○
山
田
時
文

宝
暦
七
年
か
ら
文
政
三
年
。
時
文
は
諱
、
字
は
運
平
、
号
は
北
海
。
藩
校
明
倫
館
で
学
ぶ
。

安
永
九
（
一
七
八
○
）
年
に
、
筆
頭
家
老
宍
戸
家
に
招
聘
さ
れ
家
臣
と
な
る
。
寛
政
十
一
（
一
七
九
九
）

年
に
行
わ
れ
た
「
藩
主
上
聴
（
藩
主
へ
の
経
の
講
義
）
」
を
つ
と
め
て
い
た
。
萩
藩
で
は
、
毛
利
本
家
と

血
縁
関
係
に
あ
る
有
力
家
臣
を
「
一
門
」
と
称
し
、
そ
の
一
門
の
各
家
は
知
行
所
内
に
学
校
を
設
け
て
い

た
。
宍
戸
家
で
は
文
化
六
（
一
八
○
九
）
年
に
徳
修
館
を
開
設
し
た
が
、
山
田
は
そ
の
教
授
と
な
っ
た
。
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文
政
元
（
一
八
一
八
）
年
に
は
、
隣
里
の
義
僕
六
松
を
顕
彰
す
る
石
碑
の
碑
文
を
撰
述
し
、
賞
を
受
け
て

い
る
（
石
碑
は
現
存
す
る
よ
う
だ
）。
詩
文
集
に
「
北
海
集
」
六
巻
が
あ
る
（
本
碑
文
未
収
録
）
。

○
福
間
家
臣
佐
々
木
之
清

不
詳
。

●
注

○
豊

こ
こ
で
は
豊
前
国
。
今
の
福
岡
県
東
部
と
大
分
県
西
部
か
ら
な
る
。
北
九
州
市
は
、
小
倉
と
門
司

が
豊
前
で
、
戸
畑
・
八
幡
・
若
松
が
筑
前
で
あ
っ
た
。

○
大
里
濱

今
の
門
司
区
大
里
本
町
。
関
門
海
峡
の
本
州
側
下
関
の
対
岸
に
あ
た
る
。

○
藝

安
芸
国
。
今
の
広
島
県
西
部
。

○
邑

家
臣
が
与
え
ら
れ
た
采
地
。
こ
こ
で
は
そ
こ
を
領
地
と
す
る
。

○
紀

紀
伊
国
。
今
の
和
歌
山
県
。

○
福
萬

地
名
だ
が
不
詳
。

○
贄
御

鞭
を
執
り
馬
を
御
す
。
御
者
。
こ
こ
で
は
馬
廻
組
。
主
君
の
乗
っ
た
馬
の
周
囲
に
あ
っ
て
警
護

を
役
目
と
す
る
騎
馬
の
侍
。
戦
国
時
代
に
は
制
度
化
さ
れ
て
い
た
。

○
勇
捷

熟
語
は
無
い
が
、
勇
ま
し
く
敏
捷
な
こ
と
。
あ
る
い
は
勇
ま
し
く
勝
利
を
収
め
る
こ
と
。

○
善
戰

戦
い
が
う
ま
い
さ
ま
。
。

○
永
禄
癸
亥

六
年
、
西
暦
一
五
六
三
年
。

○
雲

出
雲
国
。
島
根
県
東
部
。
当
時
尼
子
氏
が
根
拠
と
し
て
い
た
。

○
白
鹿
城
之
役

永
禄
六
（
一
五
六
三
）
年
八
月
か
ら
同
年
十
月
に
か
け
て
、
毛
利
軍
と
尼
子
軍
と
の
間

で
起
こ
っ
た
攻
城
戦
で
、
そ
の
舞
台
が
白
鹿
城
（
現
在
の
島
根
県
松
江
市
法
吉
町
）
で
あ
っ
た
。
こ
こ
は

尼
子
氏
の
居
城
月
山
富
田
城
を
守
る
主
要
な
城
「
尼
子
十
旗
」
の
第
一
。
日
本
海
方
面
か
ら
の
補
給
路
を

確
保
す
る
上
で
も
重
要
な
拠
点
で
あ
っ
た
。
激
戦
の
末
、
十
月
中
旬
に
白
鹿
城
は
落
城
。
以
後
尼
子
氏
は

力
を
失
い
、
同
九
（
一
五
六
六
）
年
十
一
月
、
毛
利
の
軍
門
に
降
っ
た
。

「
元
明
文
書
」
に
は
「
嶋
根
白
鹿
之
城
被
成
御
取
詰
候
時
、
ら
ん
と
う
の
尾
よ
り
仕
寄
穴
を
御
掘
せ
被
成

候
…
…
、
穴
の
内
へ
敵
出
合
候
て
せ
り
合
御
座
候
時
、
先
立
て
來
か
せ
き
候
敵
の
内
、
身
白
大
藏
と
申
者

を
討
て
首
を
と
り
申
候
、
其
勢
に
敵
の
横
穴
を
此
方
に
取
、
敵
を
悉
追
込
、
穴
之
内
の
せ
り
合
御
利
運
に

相
成
り
申
候
事
」
と
あ
る
。

○
藝
兵

藝
は
安
芸
、
広
島
県
東
部
。
即
ち
毛
利
軍
。

○
穿
爲
地
道

ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
。
石
見
銀
山
の
鉱
夫
を
動
員
し
た
と
い
わ
れ
る
。

○
横
截

熟
語
は
無
い
が
、
截
は
、
断
ち
切
る
、
分
断
攻
撃
を
す
る
。
横
截
で
、
毛
利
方
が
掘
っ
た
ト
ン

ネ
ル
に
対
し
、
横
か
ら
ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ
て
分
断
し
よ
う
と
し
た
、
く
ら
い
か
。

○
容
貌
魁
偉

顔
や
体
が
が
っ
し
り
と
し
て
立
派
な
さ
ま
。

○
巳
已

永
禄
十
二
（
一
五
六
九
）
年
。

○
周

周
防
の
国
。
今
の
山
口
県
東
部
。

○
茶
臼
山
之
役

弘
治
三
（
一
五
五
七
）
年
に
大
内
氏
は
滅
亡
し
た
が
、
そ
の
再
興
を
は
か
る
運
動
は
の

ち
も
続
き
、
永
禄
十
二
（
一
五
六
九
）
年
に
一
族
の
大
内
輝
弘
が
挙
兵
し
、
周
防
の
国
の
山
口
に
依
っ
た
。

九
州
侵
攻
を
行
っ
て
い
た
毛
利
元
就
は
急
遽
帰
国
し
、
大
友
軍
を
次
々
に
撃
破
。
輝
弘
は
逃
亡
を
図
っ
た

が
、
万
策
尽
き
、
茶
臼
山
で
自
刃
し
た
。
そ
の
輝
弘
の
首
級
を
あ
げ
た
の
が
元
明
だ
っ
た
。

「
元
明
文
書
」
に
は
「
大
内
太
郎
左
衛
門
輝
弘
富
海
（
周
防
）
の
打
石
に
て
切
腹
仕
候
時
、
山
口
よ
り
の

追
手
之
衆
大
勢
山
へ
取
上
り
候
、
一
番
に
追
懸
、
山
へ
上
り
早
々
追
付
申
候
、
證
拠
に
輝
弘
頸
を
取
申
候

事
」
と
あ
る
。
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○
亂
川

熟
語
も
無
い
が
、
「
川
を
乱
す
」
は
、
「
川
を
か
き
乱
す
」
で
、
戦
乱
の
場
に
身
を
躍
ら
せ
る

こ
と
か
。

○
斬
大
將
大
内
輝
弘

「
元
明
文
書
」
で
は
、
元
明
は
、
自
刃
し
た
輝
弘
の
遺
骸
を
回
収
し
首
を
あ
げ
た

と
あ
る
。

○
天
正
丙
子

四
年
、
一
五
七
六
年
。

○
織
田
氏
兵

織
田
信
長
軍
。

○
攝

摂
津
の
国
。
今
の
大
阪
府
南
部
。

○
本
願
寺

石
山
本
願
寺
。
大
坂
に
あ
っ
た
。
浄
土
真
宗
八
世
蓮
如
の
建
立
。
天
文
元
（
一
五
三
二
）
年

に
山
科
の
本
願
寺
が
織
田
信
長
に
よ
っ
て
焼
き
討
ち
さ
れ
た
の
ち
は
、
こ
こ
が
本
山
と
な
っ
た
。
浅
井
朝

倉
氏
な
ど
反
信
長
陣
営
が
活
発
化
す
る
と
、
本
願
寺
も
こ
れ
に
呼
応
し
て
元
亀
元
（
一
五
七
○
）
年
に
対

信
長
戦
争
を
開
始
。
以
後
足
利
義
昭
や
武
田
信
玄
な
ど
と
も
連
合
し
信
長
を
苦
し
め
た
。
こ
れ
を
石
山
合

戦
と
い
い
、
本
願
寺
が
降
伏
し
て
石
山
を
退
去
す
る
天
正
八
（
一
五
八
○
）
年
ま
で
続
い
た
。

○
轉
漕

食
糧
な
ど
を
運
ぶ
こ
と
。

「
元
明
文
書
」
に
は
「
大
坂
川
口
に
て
敵
之
番
船
被
成
御
切
取
候
時
、
船
中
に
て
の
せ
り
合
に
敵
船
へ
取

乘
、
敵
一
人
討
頸
取
申
候
事
」
と
あ
る
。

○
水
次

水
辺
。

○
擊
殺
數
十
百
人

「
元
明
文
書
」
で
は
、
敵
一
人
の
頸
を
討
ち
取
っ
た
、
と
あ
る
。

○
輸

運
漕
す
る
。

○
備

吉
備
の
国
、
備
前
備
中
（
今
の
岡
山
県
西
部
）
備
後
（
今
の
広
島
県
東
部
）
。

○
阿
部
川

諸
資
料
に
は
「
備
中
国
合
（
阿
井
）
の
渡
（
今
の
岡
山
県
高
梁
市
）
」
で
討
た
れ
た
と
あ
る
。

「
元
明
文
書
」
に
は
、
「
山
中
鹿
介
を
あ
い
の
渡
り
に
て
被
仰
付
候
時
、
鹿
介
淺
手
を
負
川
中
へ
飛
込
、

向
之
地
へ
取
渡
り
可
申
躰
に
相
見
へ
候
時
、
一
番
に
川
へ
追
付
飛
込
、
川
中
に
て
く
ミ
候
て
鹿
介
頸
取
申

候
事
」
と
あ
る
。

○
善
游

泳
ぎ
が
得
意
で
あ
る
、

○
殪

殺
す
。

○
丙
戌

天
正
十
四
（
一
五
八
六
）
年
。

○
豊
王

豊
臣
秀
吉
。

○
援
之

支
援
と
い
う
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
毛
利
家
は
九
州
攻
め
の
先
陣
を
取
っ
た
。

○
長

長
州
。
今
の
山
口
県
西
部
。

○
赤
馬
關

下
関
。
馬
関
と
も
言
っ
た
。

○
監

監
軍
。
軍
隊
を
監
督
す
る
役
目
。

○
在
前

最
前
線
に
い
た
。

○
伏
起

ひ
そ
み
隠
れ
て
い
て
急
に
立
ち
現
れ
る
。

○
驚
遽

驚
き
慌
て
る
。

○
奮
然

奮
い
立
つ
さ
ま
。

○
效
節

効
節
に
同
じ
。
忠
節
を
差
し
出
す
。
忠
義
を
尽
く
す
。

○
授
命

命
が
け
で
尽
力
す
る
。
「
論
語
」
憲
問
に
「
見
利
思
義
、
見
危
授
命
（
利
益
を
前
に
し
て
正
義

を
考
え
、
危
険
を
前
に
し
て
一
命
を
捧
げ
る
）」
と
あ
る
。

○
槍
接

槍
合
わ
せ
。
槍
を
接
触
さ
せ
て
戦
う
こ
と
。。

○
鈎

ひ
っ
か
け
る
。
鎌
の
つ
い
た
槍
で
引
っ
か
け
た
の
か
。

○
扶
起

熟
語
は
無
い
が
、
扶
け
起
こ
す
。、



- 8 -

○
縱

ゆ
る
す
、
見
逃
す
。

○
賈
餘
勇

賈
は
、
買
う
と
売
る
。
餘
勇
は
、
あ
り
あ
ま
っ
た
勇
気
。
賈
餘
勇
で
、
人
に
売
る
ほ
ど
有
り

余
る
勇
気
。

○
忽

突
然
、
思
い
が
け
ず
。

○
鳥
銃

小
銃
、
こ
づ
つ
。

○
從
士

家
来
。

○
豬

隠
し
埋
め
る
。

○
種

植
え
る
。

○
表

し
る
し
。

○
土
人

そ
の
土
地
の
人
。

○
獲

捕
虜
に
す
る
の
意
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
首
級
を
獲
る
だ
ろ
う
。

○
勁
敵

強
い
敵
。

○
簡
策

文
字
を
記
し
た
木
竹
簡
。
転
じ
て
紙
に
書
か
れ
た
文
書
。
具
体
的
に
は
「
元
明
文
書
」
だ
ろ
う
。

○
天
明
乙
丑

天
明
年
間
に
乙
丑
の
歳
は
無
い
。
「
門
司
市
史
」
は
「
乙
巳
」
の
誤
り
か
、
と
す
る
。
こ

れ
に
従
う
。
天
明
乙
巳
は
、
元
年
、
西
暦
一
七
八
一
年
。
元
明
の
戦
死
の
百
九
十
五
年
後
。

○
叉

拾
う
。

○
松
子

松
の
種
。
ま
つ
ぼ
っ
く
り
か
。

○
枚

モ
ノ
を
数
え
る
数
詞
。
平
た
い
モ
ノ
に
限
ら
な
い
。

○
第
中

屋
敷
の
中
。

○
主

位
牌
、
霊
位
。
祀
り
の
対
象
。

○
追
諡

死
後
に
あ
ら
た
め
て
送
る
諡
。

○
楨
幹

ど
ち
ら
も
土
塀
の
建
築
に
用
い
る
木
製
の
柱
と
板
。
転
じ
て
物
事
を
支
え
る
根
本
、
基
礎
。
元

明
が
毛
利
家
の
基
礎
を
成
し
た
欠
か
せ
な
い
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
称
え
る
。

○
明
神

神
を
尊
崇
し
た
表
現
。
元
明
を
祠
に
祀
っ
た
の
で
「
明
神
」
の
呼
称
を
附
し
た
の
か
。

○
樹
石

石
碑
を
立
て
る
。

○
略
誌

概
略
を
記
述
す
る
。

○
先
勲

先
祖
（
こ
こ
で
は
元
明
）
の
勲
功
。

○
文
化
丙
寅

三
年
、
西
暦
一
八
○
六
年
。

●
口
語
訳
（
章
立
て
と
小
見
出
し
は
訳
者
が
便
宜
的
に
つ
け
た
）

【
福
間
松
の
由
来
】

福
間
松
は
、
豊
前
の
国
、
大
里
の
浜
に
あ
る
。

以
下
そ
の
名
の
由
来
を
述
べ
よ
う
。

【
福
間
元
明
君
の
出
自
】

福
間
元
明
君
は
、
安
芸
出
身
の
人
で
、
清
和
天
皇
の
末
裔
で
あ
る
。

そ
の
先
祖
は
、
紀
伊
国
の
福
万
と
い
う
と
こ
ろ
を
領
地
と
し
て
治
め
て
お
り
、
つ
い
に
そ
の
福
万
を
氏

と
し
て
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
の
ち
に
、
万
を
間
に
改
め
、
福
間
を
氏
と
し
た
。

【
元
明
君
の
出
仕
】

元
明
君
は
、
十
六
歳
の
と
き
に
毛
利
元
就
公
の
お
馬
廻
り
と
し
て
仕
え
た
。
勇
ま
し
く
敏
捷
で
あ
り
、

よ
く
戦
い
、
多
く
の
功
績
を
あ
げ
た
。

【
出
雲
白
鹿
城
の
戦
い
と
元
明
君
の
功
績
】
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永
禄
六
年
の
、
出
雲
の
白
鹿
城
の
役
に
元
明
君
は
従
軍
し
た
。

毛
利
側
は
、
地
面
に
ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ
て
城
に
迫
ろ
う
と
し
た
。
対
す
る
尼
子
側
も
ま
た
ト
ン
ネ
ル
を

掘
り
、
毛
利
軍
の
ト
ン
ネ
ル
を
横
切
ろ
う
と
し
た
。

元
明
君
は
、
真
っ
先
に
ト
ン
ネ
ル
に
入
る
と
、
槍
の
枝
に
灯
火
を
懸
け
、
道
を
照
ら
し
な
が
ら
前
進
し

た
。す

る
と
、
突
然
、
身
白
久
盛
と
い
う
容
貌
魁
偉
な
侍
と
で
く
わ
し
た
。

ふ
た
り
は
激
し
く
戦
っ
た
が
、
元
明
君
は
一
歩
前
進
し
て
は
槍
を
交
え
、
つ
い
に
こ
れ
を
刺
し
て
倒
し

た
。
か
く
し
て
勝
ち
に
乗
じ
た
毛
利
軍
は
雪
崩
を
打
っ
て
前
進
し
、
つ
い
に
白
鹿
城
は
陥
落
し
た
の
で
あ

っ
た
。

【
周
防
茶
臼
山
の
戦
い
と
元
明
君
の
功
績
】

永
禄
十
二
年
の
、
周
防
の
茶
臼
山
の
役
に
元
明
君
は
従
軍
し
た
。

元
明
君
は
、
騎
馬
で
戦
場
を
駆
け
巡
っ
て
敵
を
混
乱
に
陥
れ
、
敵
の
大
將
大
内
輝
弘
の
首
を
取
っ
た
。

【
摂
津
石
山
本
願
寺
へ
の
補
給
と
元
明
君
の
功
績
】

天
正
四
年
、
織
田
信
長
の
軍
隊
が
摂
津
の
石
山
本
願
寺
を
包
囲
し
た
。
そ
の
た
め
、
本
願
寺
で
は
食
糧

が
欠
乏
し
、
困
難
に
陥
っ
た
。

毛
利
輝
元
公
は
、
本
願
寺
を
救
済
す
る
た
め
に
、
家
中
の
士
に
食
糧
な
ど
の
転
漕
を
命
じ
た
。

し
か
し
、
敵
の
織
田
方
は
水
辺
に
軍
を
敷
い
て
転
漕
を
阻
も
う
と
し
た
。

そ
こ
で
、
元
明
君
は
敵
の
船
に
飛
び
移
る
と
、
敵
兵
数
十
百
人
を
打
ち
倒
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
無
事
に
食
糧
な
ど
を
本
願
寺
に
送
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
山
中
鹿
之
助
討
伐
と
元
明
君
の
功
績
】

こ
の
年
、
天
正
四
年
、
備
中
阿
部
川
（
阿
井
の
渡
し
）
に
、
尼
子
氏
の
残
党
で
あ
る
山
中
鹿
介
を
拘
束

し
て
い
た
。

（
鹿
之
助
は
、
逃
亡
を
図
り
、
渡
し
を
泳
い
で
渡
ろ
う
と
し
た
）

元
明
君
は
元
々
泳
ぎ
が
得
意
で
あ
っ
た
の
で
、
泳
い
で
鹿
之
助
に
追
い
つ
き
、
彼
を
河
の
深
み
に
引
き

込
ん
で
こ
れ
を
殺
し
た
。

【
豊
臣
軍
の
九
州
上
陸
作
戦
と
元
明
君
の
功
績
】

天
正
十
四
年
、
豊
臣
秀
吉
が
九
州
征
伐
に
乗
り
出
し
た
。

毛
利
輝
元
公
は
、
軍
隊
を
差
し
向
け
て
豊
臣
軍
の
先
陣
と
な
り
、
本
州
側
の
最
前
線
で
あ
る
長
門
の
赤

間
関
に
陣
を
敷
い
た
。

そ
し
て
そ
の
後
八
月
二
十
六
日
に
至
り
、
某
な
る
者
に
命
じ
て
、
豊
前
侵
攻
の
先
駆
け
と
さ
せ
た
。

元
明
君
は
、
軍
の
監
督
官
と
し
て
前
線
に
あ
っ
た
。

毛
利
軍
の
軍
船
が
九
州
側
の
大
里
の
浜
に
到
達
す
る
と
、
ひ
そ
み
隠
れ
て
い
た
敵
の
大
友
氏
の
家
臣
某

氏
は
立
ち
上
が
り
、
驚
き
慌
て
て
逃
げ
惑
っ
た
。

そ
れ
を
見
た
元
明
君
は
、
奮
い
立
っ
て
こ
う
考
え
た
、

「
今
日
こ
の
日
こ
そ
、
私
が
忠
義
を
尽
く
し
命
が
け
で
戦
う
と
き
だ
」
と
。

か
く
し
て
大
里
の
浜
に
上
陸
す
る
と
敵
軍
に
対
し
、
戦
い
を
挑
ん
だ
。

す
る
と
大
友
側
か
ら
ひ
と
り
の
勇
士
が
進
み
出
て
、
槍
合
わ
せ
を
挑
ん
で
き
た
。

元
明
君
は
こ
れ
に
対
抗
し
、
槍
に
つ
い
た
鎌
で
敵
を
引
き
倒
し
た
。

そ
う
し
て
お
い
て
、
敵
を
扶
け
起
こ
し
て
逃
が
し
た
。

そ
の
あ
り
あ
ま
る
勇
壮
ぶ
り
に
、
元
明
君
に
近
づ
こ
う
と
す
る
も
の
す
ら
ひ
と
り
も
い
な
い
有
様
だ
っ

た
。
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【
元
明
君
の
最
期
と
松
】

と
、
突
然
小
銃
の
銃
声
が
起
こ
り
、
弾
に
あ
た
っ
た
元
明
君
は
絶
命
し
、
こ
こ
に
そ
の
生
涯
を
終
え
た
。

実
に
御
年
四
十
八
歳
で
あ
っ
た
。

扈
従
し
て
い
た
従
士
た
ち
は
、
そ
の
場
に
主
君
の
亡
骸
を
埋
葬
し
、
松
を
植
え
目
印
と
し
た
。

そ
こ
で
大
里
の
土
地
の
も
の
た
ち
は
、
こ
の
松
を
「
福
間
松
」
と
呼
ん
だ
と
い
う
。

【
元
明
君
の
事
蹟
】

元
明
君
は
、
そ
の
初
陣
か
ら
大
里
の
浜
の
戦
い
に
至
る
ま
で
、
大
き
な
功
績
だ
け
で
十
三
を
数
え
、
獲

得
し
た
首
級
は
皆
強
敵
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
ま
ご
ま
と
し
た
事
蹟
に
つ
い
て
は
、
紙
に
書
か
れ
た
文
書
に
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
る
。

【
八
世
の
孫
政
幸
君
に
よ
る
元
明
君
顕
彰
―
二
百
回
忌
法
要
と
神
格
化
】

天
明
元
年
、
元
明
君
の
二
百
回
忌
に
お
い
て
、
八
世
の
子
孫
で
あ
る
福
間
政
幸
君
が
大
里
浜
に
来
た
っ

て
、
法
要
を
営
ん
だ
。
そ
し
て
福
間
松
の
種
（
ま
つ
ぼ
っ
く
り
）
数
個
を
拾
っ
て
持
ち
帰
っ
た
。

の
ち
に
自
宅
の
庭
に
祠
を
構
え
、
持
ち
帰
っ
た
松
ぼ
っ
く
り
を
そ
こ
に
供
え
た
。
さ
ら
に
元
明
君
に
「
楨

幹
明
神
（
主
家
の
基
礎
を
固
め
た
大
明
神
）」
の
諡
号
を
追
尊
し
て
祀
っ
た
。

【
九
世
の
孫
政
方
君
に
よ
る
元
明
君
顕
彰
―
福
間
松
碑
の
建
立
】

政
幸
君
の
跡
継
ぎ
で
あ
る
政
方
君
は
、
福
間
松
の
あ
る
こ
の
地
に
、
石
碑
を
立
て
、
先
祖
の
元
明
君
の

勲
功
と
、
そ
れ
を
顕
彰
し
よ
う
と
し
た
父
政
幸
君
の
志
を
碑
文
に
記
し
て
伝
え
た
の
で
あ
る
。

【
記
事
】

文
化
三
年
八
月
、
長
門
の
山
田
時
文
が
、
拝
礼
し
て
文
を
撰
述
し
た
。

福
間
家
の
家
臣
佐
々
木
之
清
が
謹
ん
で
書
し
た
。

三
．
資
料

（
一
）「
企
救
郡
誌
」（
「
門
司
市
史
」
所
収
）

●
福
間
松

「
明
石
松
の
二
丁
半
り
南
に
あ
り
。
此
松
は
正
親
町
天
皇
天
正
十
四
年
の
八
月
、
毛
利
輝
元
の
殿
人
福
間

彦
左
衛
門
、
大
友
勢
と
戰
ひ
、
討
死
せ
し
處
也
。
古
城
傳
記
に
、
延
享
二
年
＊
１

の
春
、
福
間
が
末
孫
、
此

標
の
松
を
尋
け
れ
と
、
知
人
な
け
れ
は
、
力
な
く
歸
ら
む
と
海
邊
に
出
で
し
に
、
其
傳
を
知
し
人
在
て
、

此
松
を
教
け
れ
は
、
彼
人
此
松
蔭
に
て
、
里
人
を
集
て
、
亡
靈
の
祭
祀
を
營
み
し
と
云
々
。
奴
言
、
此
姓

の
人
、
萩
、
長
府
、
德
山
、
清
末
等
に
數
家
在
。
何
れ
の
家
、
何
て
ふ
君
な
り
し
か
、
百
六
十
年
の
後
、

國
郡
を
隔
た
る
祖
先
を
尋
ね
祭
祀
せ
し
、
其
至
孝
の
深
き
事
そ
思
は
る
。
今
は
碑
さ
へ
在
て
、
千
年
朽
さ

る
物
と
は
な
り
ぬ
。
」

＊
１

延
享
二
年
：
西
暦
一
七
四
五
年
。

（
二
）「
村
誌

大
里
」（
「
門
司
市
史
」
所
収
）

●
福
間
元
明
墓

「
本
村
ノ
北
方
笠
松
ニ
ア
リ
。
福
間
氏
、
彦
左
衛
門
ト
稱
ス
。
毛
利
輝
元
ノ
臣
ナ
リ
。
天
正
十
四
丙
戌
年
、

豐
臣
氏
九
州
ヲ
征
伐
ス
。
毛
利
氏
之
カ
援
タ
リ
。
八
月
廿
六
日
師
赤
間
關
ヲ
發
シ
、
大
里
ニ
達
、
福
間
氏

其
前
軍
ヲ
監
ス
。
敵
ノ
伏
兵
此
地
ニ
起
ル
。
福
間
氏
奮
戰
之
ニ
死
ス
。
此
地
ニ
埋
メ
、
松
ヲ
栽
テ
標
ト
ス
。

後
世
福
間
松
ト
呼
フ
ト
、
口
牌
ニ
傳
フ
。
文
化
三
丙
寅
年
八
月
、
福
間
氏
ノ
後
孫
長
門
人
福
間
政
方
、
松

下
ニ
碑
ヲ
樹
ヘ
、
事
蹟
ヲ
詳
記
セ
リ
。
其
松
其
碑
今
現
存
ス
。」

（
三
）「
門
司
市
史
」（
（
一
）（
二
）
を
引
用
後
の
文
章
）

「
按
す
る
に
、
文
化
三
年
福
間
氏
の
後
裔
政
方
が
建
て
し
碑
は
今
に
存
せ
り
。
然
れ
ど
も
今
碑
石
の
在
る
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處
の
松
は
、
所
謂
福
間
松
に
あ
ら
ず
。
福
間
松
は
會
社
の
地
内
と
な
り
て
取
去
ら
れ
其
の
碑
石
今
の
松
樹

の
下
に
移
さ
れ
た
り
と
い
ふ
。」

（
四
）「
萩
藩
閥
閲
録
」（
山
口
県
文
書
館
、
一
九
六
七
）

四
．
主
な
参
考
資
料

①
翻
刻

・
「
門
司
金
石
記
年
」
（
一
九
五
四
、
『
門
司
郷
土
叢
書

第
二
巻
（
編
年
紀
要
編
二
村
誌
編
一
）
』
（
門
司

郷
土
叢
書
刊
行
会
編
、
国
書
刊
行
会
、

一
九
八
一
）
所
収

・
中
村
修
身
「
北
九
州
市
の
金
石
文
集
成
（
七
）
門
司
区
篇
」『
史
学
論
叢
』
（
四
七
）
二
○
一
七

②
論
文
な
ど

・
門
司
市
『
門
司
市
史
』（
一
九
三
二
）

・
田
郷
利
雄
『
門
司
の
歴
史
も
の
が
た
り
（
下
）
』
（
あ
ら
き
書
店
、
一
九
八
七
）
「
福
間
元
明
の
奮
戦
」

「
明
治
三
十
六
年
（
一
九
○
三
年
）
大
日
本
製
糖
株
式
会
社
（
今
の
西
日
本
製
糖
株
式
会
社
）
の
工
場
用

地
を
造
る
際
に
、
こ
の
石
碑
は
、
西
生
寺
に
移
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
松
は
、
そ
れ
以
前
に
枯

死
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
」

・
三
浦
尚
司
『
豊
前
国
戦
国
事
典
』（
海
鳥
社
、
二
○
一
八
）

＊
山
田
時
文
に
つ
い
て

・
吉
田
祥
朔
『
増
補
近
世
防
長
人
名
辞
典
』（
マ
ツ
ノ
書
店
、
一
九
七
六
）

・
『
山
口
県
史
．
通
史
編

近
世
』（
山
口
県
、
二
○
二
二
）

以
上

二
○
二
四
年
十
二
月

薄
井
俊
二
訳
す


